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研究内容︓
 ⽇本に⽣息するアライグマ (Procyon lotor) は特定外来⽣物に指定されており、現在も⽣息数の増加と⽣息分布の拡⼤が懸念されていま
す。アライグマは農業被害や在来種の補⾷などの問題以外にも⼈と動物の共通感染症の拡散といった問題が懸念されています。そこで私た
ちは東京都市郊外に⽣息するアライグマを対象に、アライグマが媒介する共通感染症の1つであるレプトスピラ (Leptospira spp.) の保有
状況を、遺伝⼦検査と抗体検査を⽤いて調査しました。その結果、156頭中31頭 (23.1%) のアライグマからレプトスピラ遺伝⼦を検出
し、165頭中16頭 (9.7%) からレプトスピラ抗体を検出しました。さらに、アライグマの⻭⽛の萌出と頭蓋⾻の縫合線の閉鎖具合から年齢
を推定しました。それらの年齢にはアライグマの⼦が親元から離れる時期 (分散期) が含まれており、分散期にはオスのアライグマはメス
よりも早く、より遠くに移動するといわれています。遺伝⼦検査、抗体検査の結果と性年齢構成の結果から、アライグマの遺伝⼦陽性率と
抗体陽性率は性年齢によって異なり、分散期と関連を⽰すことが明らかになりました。つまり、アライグマは分散期の移動で感染症を拡散
しやすく、オスのアライグマがメスよりも感染症の拡散に強く関わっている可能性があります。アライグマの⽣態学的特徴を考慮した感染
症の研究は⾮常に少なく、この結果は野⽣動物における病原体の感染動態の解明に繋がる可能性があります。
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